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商学部は，商学教育10 年，商学部創設40 周年を迎えました。この
節目となる年に，大場園彦教授，斉藤英三教授，水谷 弘教授の 3 人
の先生が古希を迎えられ，本学を定年退職されることとなりました。
3 人の先生方は，大場先生在職43 年，斉藤先生41 年，水谷先生36 年
と，まさに商学部の歴史とともに歩まれ，今日の商学部教育の根幹を
作り上げてこられたともいえます。長い年月の間，教育にまた研究に
心血を注がれて，その過程で多くの同僚や学生たちに多大の影響を与
えてこられたものと拝察いたします。
大場園彦先生は，静岡県のご出身で， 195 年に学習院大学文学部ド
イツ文学専攻をご卒業になり，中央大学大学院修士課程独文専攻に進
まれて， 61 年に同課程を修了されました。大学院在学中の1960 年から
2年間中央大学文学部助手をつとめられた後， 62 年に本学経営学部の
兼任講師となられ，翌年に同学部専任講師として入職されました。
1965 年に商学部が創設されたのを機に，経営学部から商学部に転じら
れて後， 69 年に助教授に，そして81 年に教授に就任されました。
43 年間にわたる本学での教育と研究のお仕事の聞にさまざまな役職
を歴任されました。 1964 年には学生部委員， 69 年教養課程委員会委
員， 74 年図書館委員会委員， 78 年 LL 研究室運営委員， 85 年体育部委
員会委員， 8 年入学試験委員会委員， 92 年教員資格審査委員会委員，
そして9 年には学生部次長と，重要な役職を時には 2 度にわたりおっ
とめになりました。
大場先生は， ドイツ文学の要ともいえる文豪ゲーテの代表作『ファ
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ウスト』における詩的表現を方言韻の使用から解明する修士論文が基
盤となって，その後，ゲーテによる「芸術と現実との関係」を問いか
ける問題作『タッソー』の研究へと進まれ，他方19 世紀末から 20 世紀
初頭のドイツ詩を代表する詩人ゲオルゲの代表作の一つである『生の
械強』の翻訳の研究に長年携われてきました。このほかエーリッヒ・
ケストナーの研究も行なわれるなど， ドイツ文学の中心線ともいえる
領域を正面から見据えた数々のご研究をなさってきました。
斉藤英三先生は，東京都のご出身で， 195 年に東京教育大学理学部
植物学科をご卒業になり，同年専修大学松戸高等学校に奉職されまし
た。教育のかたわら日本植物学会，日本農芸化学会の会員として，研
究との両立は図られました D この間に中央大学法学部に入学して異分
野の勉強もなされ， 62 年に同学部をご卒業なさいました。
専修大学へは1965 年に商学部開設とともに専任講師として入職さ
れ， 70 年には助教授に，さらに76 年には教授に就任されました。この
41 年間にさまざまな重要な役職に就かれて大学全体の発展のためにご
尽力いただきましたが，とりわけ，斉藤先生は学生部関係の役職を長
くおっとめになりました。 76 年には一部学生部次長，翌年には二部学
生部次長に就かれたのをかわきりに，その後何度も学生部次長をつと
め， 93 年には学生部長に就任されて， 97 年までの 4 年間，学内で生じ
たさまざまな問題に誠実かつ真撃に取り組まれました。こうした長い
本学での学生部関係の蓄積をもとに，日本私立大学連盟学生部委員に
も就任されました。
斉藤先生は，淡水の藻類の研究に約半世紀にわたって専念されてき
ましたが，サヤミドロ目に所属するブルボケーテ属，エドクラデイウ
ム属，サヤミドロ属の形態分類学的研究では日本の第一人者でいらっ
しゃいます。これまで時間の許す限り北は北海道から南は沖縄まで全
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国各地を巡り歩き，多くの貴重な種を採取されてホルマリン固定標本
として残してこられました。先生の地道なご研究によって日本に生育
するサヤミドロ目藻類の全貌が明らかになりました口このようなご専
門の植物学の研究をベースに，専修大学の教養教育の中心的な役割を
担われるとともにI 201 年には専修大学自然科学研究所長に就任され
て，学内の自然科学分野の研究のリーダ}としての大役を果たされま
した。
水谷 弘先生は，静岡県のご出身でI 195 年に青山学院大学文学部
英米文学科をご卒業になり，同年大学院文学研究科英米文学専攻に進
まれました。 196 年に同研究科を退学されて東京工業大学文部教官
(助手・英語)に就任されました。東京工業大学にお勤めのかたわ
らI 1970 年に本学商学部兼任講師となられI 75 年に商学部助教授とし
て入職されました。 1987 年に教授に就任されて今日にいたるまでI 36 
年の長きにわたって専修大学の英語教育に情熱を傾けられるととも
に，多くの役職に就かれて大学の発展のために尽くされました。
水谷先生は，就職指導委員会委員を何度もおつとめになりました
が，とくに LL 研究室運営委員として専修大学の LL 教育草創期にお
いて大きなお働きをなされ，今日の LL 教育の基礎をお作りになった
といっても過言ではありません。また，商学部では専門科目の「ビジ
ネス英語」を担当して頂き，学部の実践的な英語教育の一翼を担って
頂きました。こうしたご活躍の背景には，先生が学生時代に通訳(英
語)の国家資格をお取りになり I 1964 年からは毎年のように外国に出
かけられるなどして，英会話に磨きをかけてこられたことがありま
す。堪能な英会話力をベースに，若かりし頃には NHK の英会話の講
師として出i寅されるなど，広くご活躍をなさいました。
水谷先生の英語教育への思いは熱く，授業の後などで何人かの学生
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← に固まれて，いろいろな質問に懇切丁寧にお応えになっているお姿
を，キャンパスのあちこちで拝見いたしました。そればかりでなく，
向学心に燃えた学生に対しては学内の範囲を超えて指導にあたられ
て，英語に目覚めた優秀な専大生を何人も世に送り出されました。 三
以上，大場園彦先生，膏藤英三先生，水谷弘先生の40 年の長きに
i わたる本学での教育，研究におけるご活躍を紹介させて頂きました。
このような 3 人の先生方の本学の発展にたいするご貢献に，感謝-の意
をこめて退職記念号を編み，謹んで献呈する次第であります。
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商学部長川村晃正
